
 

 はじめまして、研伸館の地理科講師の南です。今

回から何回続くか分からないですが、京都大学の学

生生活がどんなものなのかを、自分自身の経験を通

して語っていきたいと思います。京都大学を目指し

ている受験生、また、京都大学に興味のある様々な

人が、少しでも“京都大学といふところ”を理解し

てもらえれば幸いです。当然私は大学院を卒業して

から 10 年になりますので(1996 年から 2002 年まで

在学)、情報は古くなっているとは思いますが、それ

でもなお、私の書く文章は今の京都大学らしさを少

なくない割合で描き出せると思います。では始めま

しょう！ 

 
 私と京都大学との関係が始まったのは中学校に入

学する少し前の春のことでした。通っていた塾の先

生に引率されて(他の生徒も 10 人くらいいたような

…)、なぜか京都大学へ遠足に行きました。どこをど

う歩いたかまったく記憶にはないですが、それでも、

何か歴史を感じさせる雰囲気に感動したのは覚えて

います。そこからじわじわと「自分はここに通うん

だ」と思い始めて勉強を続けていました。 

現役のときはセンター英語が失敗しすぎて、傾斜

配点的に唯一救われた総合人間学部に出願し(今の

配点とは違います)、39 度の高熱にうなされながら

あえなく不合格、浪人のときはセンターが普通ぐら

いだったので法学部を諦め、偏差値的に低そうな文

学部に出願しました。現役のときは、京都大学まで

発表を見に行って不合格の烙印を押されるというは

ずかしめを受けたので、浪人の時はレタックスを待

っていました。でも、レタックスが届く前に友人か

ら電話がかかってきて、開口一番「おめでとう！！」

と言われました。結構、あっけないものですね。そ

んなに感動の潮が訪れることはなかったです。ちょ

うど 12:00 ぐらいだったと思いますけど、その時間

から京大の合格発表掲示板に向かいました。さすが

に、掲示板上の自分の番号を見たときは、「あーこの

ためにがんばってきたんやなー」とものすごくほっ

としましたね。で、友人と一緒に晩御飯を食べて、

「今日は合格でうれしいやろ！うれしさ余って俺に

おごりなさい！」とか言われて、「まじかいな～」と

か思いながらも、おごってあげました。 

 ちょっと思い出話が過ぎた気がしますので、そろ

そろ大学生活をスタートさせましょう。まず、合格

したら語学を決めなければなりません。フランス

語・ドイツ語・中国語・スペイン語・イタリア語・

ロシア語・韓国語(私が１年生だった時は選択できま

せんでした)などに分かれています。何となく、みん

なと同じが良かったら、フラ語・ドイ語・チャイ語(こ

う略されてました)を選び、マイナーでも自分の道を

突き進むのであればスペ語・イタ語・ロシア語を選

択して下さい。私は、ジャッキーチェンにあこがれ

ていたのでもちろん中国語を選択しました。でも、

実際ジャッキーチェンの話している言語は広東語だ

ったので、中国語を学んでもジャッキーまでの千里

の道の一歩を進めたにすぎません。あー残念です。

ちなみに文学部の友人に「チャイ語なんて、やめな

チャイって～」と言われました。文学部にはこんな

独特な人が一杯いますよ、きっと(笑)。 

 次に、語学の希望カードとか、何かの提出書類を

出しに行く日が１日あったと思います。ここでがん

ばろうと思ったんです。文学部合格者には誰も友人

がいなかったので、提出のため窓口まで並んでいる

列の、私の前の人か後ろの人に話しかけようと思い

ました。ここから大学生活が始まるんだぞ♪って思

いながら。でも、前に並んでいる人物は何となく誰

か分かってしまいました。見たことのある制服でし

た。しかも、その制服の人は、恐らく京大オープン・

実戦で夏・秋合わせてすべて１位(４冠)を獲得して

いた人物に違いないと！文学部受験者からしたら超

有名人が目の前にいる状況に緊張してしまって話し

かける気を失いました。後日談ですが、この人とは

話すようになりました。でも優秀すぎて、フランス

語の先生とフランス語で話をしていました。そのく

せがぬけずに私の話の相槌にも「ウィー、ウィー」
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言ってました(フランス語の「はい」は「ウィー」な

のです)。文学部にはこんな優秀な人が一杯いますよ、

きっと(驚)。そして、唖然としているうちに後ろに

並んでいる人にも話しかける気力を失って、結局誰

とも仲良くなることなくこの日を終えました。 

 実は、このリベンジを果たす日はすぐにやってき

ました。健康診断の日です。入学式の前に健康診断

があって、体重や身長、聴力や視力を測る日が３月

終わりぐらいにあったと思います。そしてここでも

長い列ができて、長い時間かかってその列が進みま

す(たぶん女子が朝早くて、男子は 11:00 ぐらいから

です)。再びチャンス到来です！今回も列の前と後ろ

を精査し、話やすそうな人に照準を絞ります。後ろ

の人が目が大きいながら優しそうな人物だったので

勇気を出して話しかけてみました。 

 
南：「どこの学部の人ですか？」 

Ｍくん：「文学部です。」 

南：「ぶ、文学部なんですか！？僕も文学部です。南

と言います！」 

Ｍくん：「Ｍと言います。島根出身です。」 

 
ついに初友人ゲットです。この友人とはサークルめ

ぐりをすることになりました。サークルの話はまた

の機会に致しましょう。 

 
 時は移ろい、入学式の日がやってきます。私は自

宅生だったので(７年間という京大生活ずっとです)、

朝早く起き、入学式開始ぎりぎりの時間に百万遍の

交差点まで辿り着きました。入学式が行われる体育

館まではもう目と鼻の先です。ところがここで不幸

なことに腹痛に襲われ、百万遍の交差点に当時あっ

た電脳遊技場のお手洗いに駆け込み(現在はパチン

コ店です)、トイレの中で入学式の開始を迎えました。

その後、急いで体育館に向かうものの、どこが文学

部の人が集まっているところかも分からないので、

入館をあきらめ、入学式が終わるまで、体育館前の

階段にずーと座っていました。寒かったから早くど

こかの中に入りたかったのですが、入学式後に「茶

話会」なるものが開かれて、文学部生活のこれから

の流れ説明＆パーティーが開かれることは知ってい

たので、この「茶話会」には出なければならなかっ

たのです。ただ、この「茶話会」、どこで開かれるの

かさっぱり知りません。だから、入学式終了を待っ

て、文学部の列にまぎれて連れて行ってもらう作戦

に出ました。体育館前の階段でぼーと待っているう

ちに、スーツを着た新入生がぞくぞくと出始めると、

その通りがかる人々に「あなたは文学部生ですか？」

と聞きまくり、何分か後に、「文学部生ですけど」と

いう発言を頂きました。そして、何食わぬ顔をして、

ずーとその人の後をついていき、見事に「茶話会」

に参加です。 

体育館前の階段 
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私は文学部１組(通称Ｌ１。Literature のＬなんだ

と思います。全部でＬ４までありました)で、茶話会

はクラスごとに分かれていました。もうドキドキの

瞬間ですよね。クラスのメンバーとの初めての顔合

わせです。Ｌ１の２年生がしきっていて、色んな説

明をしてくれたとは思いますが、今となっては何も

覚えていません。一応、50 人くらいのクラスで全員

順番に立ち上がって一言挨拶する時間があって、そ

の緊張はすごかったです。待っている間に、頭の中

で自己紹介コメントがちょいちょい変わったりしま

したが、きっと無難な発言をしたと思います。中に

はオリジナルの一発ギャグとかを披露する人もいて、

とても微妙な空気が流れまくってました(笑)。 

 そして 18:00 ぐらいからお店でパーティーが開か

れました。色んな人と話しましたけど、最初は出身

地の話とかがメインだったですね。阪神淡路大震災

のこととかも聞かれました。あとは、翌日どの授業

を受けるのかの話になりました。大学って月曜日か

ら始まると思っていたら大きな間違いですよ。私の

ときは入学式が木曜日で、翌日の金曜日から授業開

始です。どうせだったら月曜日からにしたらいいの

にと思いましたが、そうは問屋が卸さず。パーティ

ーの後で夜遅く自宅に帰るにも関わらず、翌日は

6:00 起床ということになりました。今回はここまで

にしておきましょう。次回は、授業開始からの話を

していきます。 

 


